
健康の創出が可能となることを示すものである。本
研究では、こうした背景を踏まえ、香りが生体反
応および皮膚に及ぼす作用を総合的に検証した。
なお、本研究の成果は International Federation 
of Societies of Cosmetic Chemists（IFSCC）に
おいて既に発表しており、同発表ではより詳細な
データを報告している。

2.  研究の目的

　上述のとおりこれまでに様々な香り成分の効果
が研究されているが、我々は特に嗅覚刺激の自律
神経系を介した生理機能経路に着目したことから、
副交感神経活動の亢進もしくは交感神経系を抑制
することで相対的に副交感神経の活性状態を高め
る可能性のある香り素材を探索した。
　ジャスミンサンバック（Jasminum sambac）の
香りには睡眠の質を向上する旨 8） 9）の報告があり、
かつ副交感神経活動の増強作用 10）も確認されて
いる。一般的に香料として用いられるジャスミン
アブソリュートの原料ジャスミン（Jasminum 
grandiflorum）とは異なる亜種であり、主にジャ
スミン茶の香り付けに使用されることで知られて
いる。この香りを深呼吸中に適用すると、ストレ
スによる呼吸数の増加を抑制できることも報告さ
れている 11）。

　自律神経系の変化が皮膚血流と皮膚温度に影響

1.  はじめに

　現代の化粧品は、単なる身体の清浄や健康的な
肌・髪の維持といった外面的な美の向上にとどま
らず、個々の自己表現の手段として、さらには心
理的安定や情緒的満足感の提供といった内面的側
面にも深く関与し、人々の生活において多面的な
役割を担う存在へと進化している。このような背
景のもと、化粧品に含まれる香料の機能も従来の
枠組みを超えて拡張している。かつては化粧品処
方特有の基剤臭あるいは身体の不快臭等をマスキ
ングすることが主目的であったが、近年では香り
そのものを積極的に楽しみ、日常のセルフケアや
装いに向き合う時間をより豊かで意味のあるもの
にする要素として位置づけられている。
　さらに、香りの生理・心理的影響に関する科学
的知見は急速に蓄積されつつある。具体的には、
自律神経系への調整作用 1）、脳波活動の変
化 2） 3） 4）、内分泌指標への影響 5）、さらには睡眠
の質向上 6）といった心身の機能に関する報告があ
るだけでなく、皮脂分泌の抑制 4）や皮膚バリア機
能の回復促進 7）など、皮膚生理に直接関与する可
能性を示す研究も散見される。これらの知見は、
心・身体・皮膚が相互に密接な関連性を有するこ
とを強く示唆しており、嗅覚を積極的に活用する
ことで、従来の化粧品概念を超えた革新的な美と
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用いて周波数解析し、収縮期血圧の低周波振幅
（LF、範囲：0.04-0.15 Hz）を交感神経活動の指
標として算出した上でJS条件下での平均値を対照
条件における平均値と比較した。
　皮膚血流への影響は20代の健康な女性7名に
対して確認した。JS及び対象条件下において、被
験者の左手中指内側にレーザー・ドップラー式皮
膚血流計プローブ（ALF21、アドバンス）を装着
し、1秒間隔で連続記録した。JSの皮膚血流への
影響は、皮膚血流の3分間平均値を対照群と比較
することで評価した。
　同様に、20代の健康な女性10名を対象に皮膚
温度の測定を行った。皮膚温度計センサー（NT 
Logger N542R、日機装サーモ）を中指内側及び
胸部に装着し、5秒間隔で測定した胸部皮膚温度
との差から末梢手指皮膚温度への影響を算出し
た。JSが皮膚温度に及ぼす影響は、変化量の3分
間平均値を対照群と比較することで評価した。
　JS刺激による皮膚形態への影響を調べる目的
で、20歳から49歳の健康な女性19名を対象に試
験を実施した。JS刺激は0.5％（重量比）TEC溶液
5 μlを塗布した試香紙（4×15 mm）を被験者の
鼻の近くに設置して通常呼吸する方法で実施し
た。無香洗顔料での洗顔後、被験者は恒温恒湿室
（25℃、50％）のリクライニングベッドで仰臥位を
維持した。試験は洗顔30分後から2分間、冷却前
の基準値を取得した後、3分間JS提示し、続いて
5分間のアイスパックによる頬部急速冷却を実施
した。アイスパック除去後もJS提示したまま、被
験者は6分間の安静を保持した。頬の皮膚粘弾性
は吸引孔径2 mm、吸引圧400 mbarに設定した
キュートメーター（Cutometer dual MPA-580
Skin Elasticity Meter®、Courage & Khazaka
Electronic GmbH）を用いて測定した。キュート
メーター測定では、2秒間の一定負荷後、2秒間
の解放期間を設けた。皮膚粘弾性は、吸引終了時

を与えることは既知であり、交感神経系の抑制は
末梢血流と皮膚温度の上昇をもたらすことが示さ
れている 12）。さらに、皮膚への温熱刺激とそれに
よる血流上昇は皮膚の粘弾性を高めることが確認
されている 13）。これらの知見に基づき、香りを吸
入することが交感神経活動を抑制して皮膚温度と
血流を増加させ、ひいては皮膚の粘弾性を改善で
きるのではないかという仮説を立てた。本研究では、
ジャスミンサンバックの香り（Jasminum sambac 
Scent；以下JS）刺激の単回適用による自律神経
活動及び皮膚指標の変化を観察した上で、日常生
活の中で継続的に使用することによって、生理的
指標や皮膚状態に長期的な影響が現れるかどうか
を検証することを目的として、以下の実験を行った。

3.  実験方法

JS刺激には、エタノールまたは無臭溶媒であるク
エン酸トリエチル（TEC）に溶解したジャスミンサン
バック香料（INCI名：Jasminum Sambac （Jasmine） 
Flower Extract, CAS No. 1034798-23-6, 91770- 

14-8）を使用した。対照刺激には溶媒のみを使用
した。

3.1.  単回使用試験
　単回使用試験ではJSによる自律神経系及び皮膚
への即時的な影響を調査した。
　自律神経測定では20代の健康な女性8名が参
加し、0.25％（重量比）の溶液5 μlを塗布した綿
片（8×8 mm）を被験者の鼻下に貼付して通常
の呼吸を行った。被験者は恒温恒湿室（25℃、
50％）内のリクライニングシートに座り、測定開
始前に30分間安静状態を維持した後、3分間安
静→3分間対照→3分間安静→3分間JS→3分間
安静→3分間対照→3分間安静の条件下で橈骨動
脈血圧を測定した。血圧変動は自律神経活動解析
システム（FLUCLET WT、大日本住友製薬）を
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